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高校生の余暇活動に関する実態調査

O 寺 嶋 文 代(東京都立北多摩高校)

松 浦 三代子(東京女子体育大学)
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I 調 査 の 目 的

近年の青少年は自己中心的で他人のことや地域社会の動向などには無関心なものが多く、

社会性の欠如がしばしば指摘されている。東京都生活文化局が昭和 51 (1976) 年以

来、 3年に 1回のインターパルで行ってきた 「東京都青少年基本調査」の昨年度調査では

東京都に住む青少年の社会性の程度の差は年齢と人間類型による差が最も大きいことが明

らかにされた。この基本調査は第 1回 調 査 から青少年を 4つのタイプに分けて分析の軸に

してきた。 4つのタイプとは、コツコツ型、ふわふわ型、イライラ型、ゅうゅう型の 4つ

であるが、そのうちコツコツ型は最も社会性が高く、イライラ型が最も低いことが明らか

にされた。調査が始まった 20年前はコツコツ型の青少年が最も多かったのが、調査を重

ねるたびに減少し、第 5回調査から最も多くな っ た の が イ ラ イ ラ 型 の 青 少 年 で あ る 。 イ ラ

イラ型の特徴が人間嫌 いに ある こと も示 唆的である。要するに、東京に住む青少年の傾向

をみると、この 20年の聞に人間嫌いの傾向が強いイライラ型の青少年が増えており、そ

れにつれ青少年の社会 性 の 欠 如 を 指 摘 す る 声も次第に高くなった。この調査では、青少年

の日常生活についても調べ、社会性の程度との関連を検討している。それによると、現代

の大都 市 青 少 年 の 7劉が自分の個室をもっており、 3寄lが自分専用の電話とパソコンをも

ち、半数が自分専用のテレビをもち、 6割がレンタルショップを利用しており、 7割が専

用のテレビソフトをもち、 8割が専用の雑誌を購読している一方、会って話する人が 1日

平 均 4人 足 ら ず で あり、クラブやサークルへの参加率に至っては 3%にも満たないという

生活状況であることが明らかにされている。

青少年の余暇問題について考えると、平成 8年 4月から「学校週 5 日 制 J (第 2 、第 4

土曜日の休日)が導入され、青少年の自由時聞 が 増 大 し た 。 高 校 期 に 入 る と 自 由 時 閣 の 過

ごし方に個性が現れ てく る。 その 原因 につ いては、家庭環境・友人関係・アルバイト生活

・大人の疑似体験 等 、 や h もすると目的を失い生活態度の混乱を招く。また、青少年の

非社会的行動(問題行動)の分析からみて 青少年が自分だけの関心の世界にとじこもり

自分だけの快適さ、楽しさを先行・追求し、社会との関わりを避け、積極的に関わろうと

しない状況がある。

今回、東京都立の全日制高校・定時制高校の生徒を対象に自由時間の過ごし方を調査・

分析 することにより、高校生の余暇活動の支援の一助とするものである。

E 方法 と 対 象

1 )調査においては、都立の全日制 7校、定 時制 1 1校、計 18校を抽出し調査を依頼し

た。これらの内訳は、表 1のとおりである。

2 )調 査期日は、平成 8年 5月 1日-5月 3 1日

3 )調査は、調査票を各校に送付し、任意の時間に集団記入式で実施した。回収率は 100%

@ 文 中 に お け る空欄は無回答を意味する。
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班 結果及び考察

1 自由時間の過ごし方について

自 由時閣をどのよう に 過 ご し て い る か 。

1 9項目について質問した。全体からみた

平均は、 「テレビ J 5 3. 2 %、 「友人と

話す J 4 8. 8 %、 「遊び J 4 4. 7 %が

目立ち、 「スポーッ J 4. 0 %、 「野外活

動 J O. 3 %は非常に低い。表 2に示すよ

う に特に 「スポーッ」については全日制(

男 子 1 2. 1 %、 女子 O. 0 % )、 定 時 制

(男子 2. 8 %、 女子 2. 4 % )である。

全日制と定 時制の自由時間の過ごし方は、程度の幅の差はみられるが内容については殆ど

同じような傾向を示している。定時制の「空欄 J 59. 7 %は非常に高い。これは自由時

間についての認識不足、無計画の現われと思う。男子の自由時間の過ごし方は、 「テレビ

ゲ }ム J (全日制1141.0%、定時制 28.4%) が目立ち、女子の自由時閣の過ごし方

は、 「友人と話す J (全日制 6 4. 4 %、定時制 58.8%) 、「ショッピング J 全日

制 6 4. 1 %、定時制 5 4 . 5 % ) が非常に高い 。 こ れ は 男 子 と 女 子 の 自 由 時 間 の 過 ご し

方の特徴が分化していることがわかる。
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2 遊 びについて

表 3は 、遊びの全日制(男子・女子) 定時制( 男子 ・女 子) をそ れぞ れ高 い順 に並 べ

たものである。全日制 女 子 の 「 空 欄 」 が 5 9. 2 %、定時制男子「空欄」が 5 1. 8 %で

ある。 iその他」の内容をみると(i友人と話す 、 街 を プ ラ プ ラ 、 異 性 と の 交 際 、 ドライ

ブ、飲みに行く J)等々 で あ る 。 男 子 は 「 テ レビゲーム J (全日制 54. 6 %、定時制

44.9 %) 、女子は「カラオケ J (全日制 4 8. 6 % 、 定 時 制 55.7%) に高い傾向

がみられた。僅かだが男子に「麻雀、パチンコ、飲みに行く」、や〉逸脱的な行動をして

い る 者 がおり、遊びの内容からも性差がみられた。

3 アルバイトについて

表 5はアルバイトについて調べた。アルバイトをしている理由、アルバイトをしていな

い理由 を表 6に示した結果である。アルバイトしている理由は殆んど「自分の小遣いのた

め」である。全日制のアルバイトをしていない (32.7%) の理由は「勉強やクラブ活

動 があるため」と回答し て い る 。 全 日 制 で は アルバイト禁止の学校が多い。しかし、「ア

ルバイトをしている」全日制男子は 5. 7 %、全日制女子 4. 4 %である。その理由の

8 2. 6 %が「自分の小遣いのため」である。定時制男子の 2 6. 0 %が、「アルバイト

をしてい な い 。 」 そ の理由として「働くところがない」者が 6 4. 3 %もいる。

4 小 遣いの使い方について

表 7は、小遣いの使途の高い順から並べたものである。全体からみると、 「本や雑誌」

が多く、 4 6. 4 %、次 に 男 子 で は 「 空 欄 」 が 5 O. 2 %、 「本や雑誌 Jが 4 4. 2 %で

に
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である。女子は「本や雑誌」が 4 9. 6 %、 「飲食 J 42.1%、 「着るもの J 4 2 . 

%、 「遊び J 3 4. 8 % と 男 子 と 比 較 す る と 高い率を示している。これは女子の小遣いの

使い方と自由時間の過ごし方とが重複している ことがわかった o 男子の小遣いの使途は、

比較的「趣味」に使われている傾向がみられた。定時制では 68. 7 %が「空欄」である。

IVまとめ

( 1 ) 青少年の自由時間の望ましい使い方と して 家庭環境・地域社会の場の提供と共

に、自分の余暇や「自 由時 間」 をど のよ うに 作りだすか。自分にとって意義ある使い方を

していくか、青少年の大切な課題でもある。

( 2 ) 青少年の社会的・自然的体験の不足から「遊び」の内容が乏しい。今後の課題は

自由な時聞をどのよ うに過ごしていくか。時間を有効に利用し、計画性や実行力を育くむ

ことである。

( 3 ) 余暇活動に判断しかねる未記載「空欄」 が何 であ るか 追求 する 必要 があ る o

( 4 ) 週 5日制が導入された当初は、土曜日 はお昼すぎまで寝ていたり、友達とどこか

へ遊びに出 掛け たりと時間の無駄使いばかりして い た 。 し か し 、 5日制に慣れてからは、

土曜日をボ ラン ティア活動に参加したり、部活をしたりして、ただ学校にいて授業をうけ

ているだ けで は得 られない何かを教えてくれた。これからは〈読書・小旅行・映画・演奏

会・家族 との んび り〉と自由時間を過ごしていきたい。という実例もあった。

( 5 ) 自由の望まし い ラ イ フ ス タ イ ル に 合 せて、スポーツ・読書・野外活動・ボランテ

ィア活動等 に つ い ても、自分で創意・工夫して積極的に参加できるように支援していきた

いものである。

表 校教 区部 市町 普通科 職業科 男子 女子 合計

全日制 7 5 2 4 3 1 5名 368名 6 8 3名

定時制 11 4 7 9 2 11 5 9 9名 25 5名 8 5 4名
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表2自由時間の過ごし方
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表 3 遊びについて

全 日 制 定 時 制

順位 男子(N=315)% 女子(N=368)96 男子(N町 599)96 女子(N=255)96 

I テレビゲーム54.6 空欄 59.2 空欄 51.8 カラオケ 55.7 

2 ゲームセンタ38.4 カラオケ 48.6 テレビゲーム44.9 その他 31.4 

s スポーツ 31. 7 その他 42.1 ゲームセンタ39.1 ゲームセンタ29.0

4 カラオケ 18.7 映画 30.7 その他 21.5 テレビゲーム21.2

5 空調 18.1 テレビゲーム16.0 カラオケ 21.0 映画 13.7 

6 その他 14.6 ゲームセンタ14.9 スポーツ 5.3 スポーツ 5.9 

7 スポーツ観戦 6.3 スポーツ 10.1 バイクに乗る 3.3 スポーツ観戦 5.5

8 バイクに乗る 3.2 スポーツ観戦 2.4 映画 3.0 バイクに乗る1.6

9 映画 2.5 スポーツ観戦2.5 Jぐソコン 1.6 

どんな遊びをしていますか。 表 4

番号 項 目

I ゲームセンター

2 映画

3 テレビゲーム

4 カラオケ

5 スポーツ観戦

8 観劇

7 バイクに乗る

8 ノ守ソコン

日 スポーツ

1 0 野外活動

11 その他

1 2 空欄

表 6

「したj割合(複数回答)

表 5

アルバイト 直聖 していない
。怖 5.7首 6.3喝 34.1喝
0.0鳴 4.4冒 10.1% 39目4略
5.8唱 35.1喝 3.4'弘 26.0鴨
l.~禍 16.2喝 3.8% 7.8% 
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回答

7ルバイトの理由について (96) 

(¥)7ルバイトしている理由 全体 全日制 定時制

I自分の小遣いのため 70. 8 8 2. 6 6 8. 9 

E家計を助けるため 6. 2 2. 9 o. 2 

E学費のため(進学のため) 7. 0 1. 4 7. 8 

N働きたいから 7. 8 1 1. 6 7. 1 

Vその他 1 1. 3 23. 2 9. 4 

(N=503) (N=69) (N=434) 

(2)アルバイトしていない理由 全体 全日制 定時制

I働くところがない 3 O. 7 1 1. 6 6 4. 3 

E働かなくてもよい 1 7. 9 1 8. 3 1 7. 1 

E働きたいが親が反対する 9. 0 1 2. 5 2. 8 

N学校から禁止されている 1 O. 7 1 6. 5 o. 3 

V勉強やクラブ活動があるため 22. 1 32. 7 3. 1 

VIその他 1 7. 9 1 4. 9 23. 1 

空舗 4. 8 1. 0 1 1. 5 I 

(N=沼8) (N=502) 併 286)

表 7 小遣いの使い道について (96) 

項 目 全体 男子 女子 全日制 定時制

順位 (N=I537J ( N=914) (N=623) (N=侃3) (N=854) 

1 本や雑誌 4 6. 4 4 4. 2 4 9. 6 6 6. 3 30. 4 

2 空欄 3 9. 2 50. 2 23. 0 2. 2 68. 7 

3 飲食 3 5. 4 30. 9 4 2. 1 52. 9 2 1. 4 

4 着るもの 27. 9 1 8. 3 42. 1 33. 8 23. 2 

5 遊び 26. 5 20. 8 34. 8 28. 4 24. 9 

E 趣味 1 3. 5 1 8. 1 6. 7 1 O. 1 5. 6 

7 貯金している 8. 0 7. 7 8. 7 4. 1 1 1. 2 

8 学用品 3. 5 O. 5 7. 9 5. 9 1. 6 

9 17クセサリー 1. 2 O. 0 3. 0 O. 6 1. 8 

10 ハミット O. 3 O. 0 O. 6 。。 O. 5 

11 コンサート O. 3 O. 0 O. 6 O. 0 O. 5 

12 映画 O. 2 O. 0 O. 5 O. 0 O. 4 

1 3 その他 O. 0 。。 。。 。。 O. 0 
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